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取扱説明書

車への取り付けは、必ずこの取扱説明書と別冊の「安全上の
ご注意」に従って正しく行ってください。指定以外の取り付
け方法や指定以外の部品を使用すると、事故やケガの原因と
なる場合があります。この場合は、当社では一切の責任を負
いかねます。

販売店様へ
接続、取り付け作業が完了しましたら、この取扱説明書はお
客様へお渡しください。

USB/iPod 用トランスポート

CD-7

※別売製品の接続および取り付けについては、別売製品に付属の説明書も併せてご覧ください。

安全のために必ずお守りください
　

絵表示について

この取扱説明書、取付説明書および製品への表示は、製品を安全に正しく
お使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止
するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のよう
になっています。

■表示内容を無視して、誤った使いかたをしたときにおよぼす危害や損害の程度を次の表示で区分し、
説明しています。

警告 この表示の欄は、「人が死亡または重傷を負う可能性が想定される
内容」を示しています。

注意 この表示の欄は、「人が傷害を負う可能性が想定される内容および
物的損害のみの発生が想定される内容」を示しています。

■お守りいただく内容の種類を次の絵表示で区分し、説明しています。

　このような絵表示は、注意 (警告を含む) しなければならない内容です。

　このような絵表示は、禁止 (やってはいけないこと) の内容です。

　このような絵表示は、必ず行っていただく強制の内容です。

安全上のご注意（別冊の「安全上のご注意」もお読みください。）

警告
[異常時の処置]

 故障のまま使用しない
画面が映らない、音が出ないなどの故障の
状態で使用しないでください。必ずお買い
上げの販売店にご相談ください。そのまま
ご使用になると事故・火災・感電の原因と
なります。

 異常のまま使用しない
万一、煙が出る・変なにおいがする・内部
に異物が入った・水がかかったなど異常が
起こりましたら、ただちに使用を中止し、
必ずお買い上げの販売店にご相談くださ
い。そのままご使用になると事故・火災・
感電の原因となります。

 ヒューズは規定容量のヒューズを使用する
ヒューズを交換するときは、必ず表示され
た規定容量のヒューズをご使用ください。
規定容量以上のヒューズを使用すると、火
災の原因となります。

ご使用になる前に

■ 本取扱説明書について
本取扱説明書では、本機に接続可能なApple社製品を
総称してiPod、USBポータブルオーディオプレーヤー
/USBメモリーを総称してUSB機器と記載しています。

■ 本機について
本機は、IP-BUS入力/光デジタル入力を備えたパイオ
ニア製メインユニット（RS-D7XⅢ、AXM-P01）用の
iPod/USBトランスポートです。
●	本機は、オーディオファイルを収録・保存した、

USB Mass Storage Class対応のポータブルオー
ディオプレーヤーまたはメモリー /Dockコネクタ
付きApple社製品を接続して、メインユニットから
再生できます。

●	本機は、車室内での使用に限定して設計されています。
●	対応するUSB機器/Apple社製品について詳しくは、

「使用できる機器について」をご覧ください。
●	本機が対応するオーディオファイルの形式は、

WMA/MP3/AAC/WAVです。詳しくは、「USB機
器で対応するオーディオファイルについて」をご覧
ください。

■ 組み合わせるメインユニットについて
本機を接続する推奨メインユニットは「RS-D7XⅢ」、

「AXM-P01」です。
本書では、それぞれの推奨メインユニットと本機を接
続した場合の操作を説明しています。
●	推奨メインユニット以外のメインユニットとの組み

合わせは保障対象外となります。

■ iPod/USB機器 接続時のご注意
●	本機を使用してメインユニットとiPod/USB機器を接

続すると、メインユニットはiPod/USB機器をマルチ
CDとして認識します。詳しくは「本機の動作につい
て」をご覧ください。

■ iTunesについて
iTunesは、米国および他の国々で登録されたApple 
Inc. の商標です。

■ iPodについて

iPod は、米国およびその他の国々で登録されたApple 
Inc. の商標です。

「Made for iPod」とは、iPod 専用に接続するよう設

計され、アップルが定める性能基準を満たしていると
デベロッパによって認定された電子アクセサリである
ことを示します。

アップルは、本製品の機能および安全および規格への
適合について一切の責任を負いません。

■ iPhoneについて

iPhone は、Apple Inc. の商標です。

「Works with iPhone」とは、iPhone 専用に接続する
よう設計され、アップルが定める性能基準を満たして
いるとデベロッパによって認定された電子アクセサリ
であることを示します。

アップルは、本製品の機能および安全および規格への
適合について一切の責任を負いません。

■ WMAについて

Windows Media、Windowsロゴは、米国Microsoft 
Corporationの米国およびその他の国における登録商標
または商標です。
本製品は、米国Microsoft Corporationが所有する技
術を使用しています。また、米国Microsoft Licensing 
Inc.の許可を得ずに使用または頒布できません。



MP3について
本機を提供する場合、非営利目的の個人向けライセンス
のみが提供されます。下記放送で、本機を使うライセン
スを提供したり、いかなる形式にせよ、使う権利を意味
するものではありません。下記放送で本機を使用する場
合は、それぞれ固有のライセンスが必要となります。
詳細は、インターネット上のホームページ
http://www.mp3licensing.com
をご覧ください。
●	営業目的、すなわち利益の発生するリアルタイム放

送(地上波放送、衛星放送、ケーブルテレビを始めと
するメディア)、インターネットを使った放送やデー
タ転送、イントラネットを始めとするネットワーク、
あるいはペイオーディオやオンデマンド方式のオー
ディオといった電子的放送番組の配布システムなど。

■ AACについて
AACデータは、作成に使用したアプリケーションによっ
てファイル形式と拡張子が異なります。本機では、Ver. 
9.1以前のiTunesを使用してエンコードされたAACファ
イルの再生に対応しています。本機は、iTunesで作成さ
れた拡張子(.m4a)が付いているファイルを、AACファイ
ルとして再生します。故障の原因となりますので、.m4a 
以外の拡張子の付いたAACファイルを再生しないでくだ
さい。

ご注意
・本機と組み合わせて使用しているときにiPod/

USBのデータが消失しても、消失したデータ
の補償については、ご容赦ください。

・iPod/USBを直射日光の当たるところに長時
間放置すると、高温により変形・変色したり、
故障する恐れがあります。使用しないときは、
直射日光の当たらないところに保管してくだ
さい。

・本機と組み合わせて使用する場合、iPod/USB
は必ず固定してください。iPod/USBが落下し
て、ブレーキペダルやアクセルペダルの下に
滑り込むと大変危険です。

・iPod/USBの 取 り 扱 い に つ い て 詳 し く は、
iPod/USBの説明書をお読みください。

おもな仕様

本機を初期状態に戻すことができます。
リセットボタンを押すと、本機のマイコン
が初期状態(ご購入直後の状態) に戻りま
す。次のようなときに、リセットボタンを
押してください。
●	本機の接続が終わったあと
●	本機が正しく動作しないとき
●	ディスプレイが正しく表示されないとき

1 本機をリセットする
ペン先などでリセットボタンを押す。

共通部
使用電源：

DC14.4 V(10.8 V ～ 15.1 V使用可能)
アース方式：

マイナスアース方式
消費電流：

200 mA
外形寸法：

116 mm(W)×37 mm(H)×62 mm(D)
質量：

365 g

USB部
USB規格：

USB2.0 Full Speed
最大供給電流：

500 mA
USBクラス：

マスストレージクラス
ファイルシステム：

FAT16、FAT32
最大ファイル数：

9 801
最大フォルダー数：

99
デコーダー仕様：
MP3 デコーディングフォーマット

MPEG-1&2 AUDIO LAYER-3
WMA デコーディングフォーマット

Ver. 7、7.1、8、9、10、11（2 ch audio）
（Windows Media Player）

AAC デコーディングフォーマット
MPEG-4 AAC

(ｉTunesでエンコードされたもののみ)
WAV シグナルフォーマット：

Linear-PCM、MS ADPCM

オーディオ部
チャンネル数：

2（ステレオ）

付属品
面ファスナ（かたい）：	 2
面ファスナ（やわらかい）：	 2
取扱説明書：	 1
保証書：		  1
安全上のご注意：	 1
ご相談窓口・ 
修理窓口のご案内：	 1

（iPod/USB 機器 接続時にメインユニットから操作します。）

ここだけの操作で、iPod/USB 機器に入っ
ている曲を聞くことができます。

iPod/USB機器 再生のON/OFF

１ 本機に iPod/USB 機器が接続されて
いることを確認する

2 ソースをマルチ CD に切り換える
(RS-D7X Ⅲの場合 )

CDボタンまたはSOURCEボタンを押す。

	メモ
●	タイトル画面の後、マルチCD動作画面に切り換わり

ます。リモートコントローラーのカバーの開閉によ
り、メニュー表示のオープン状態とクローズ状態が
切り換わります。

●	iPod/USB機器が接続されていることを確認してくだ
さい。iPod/USB機器が接続されていない場合は「NO 
DISC」と表示されます。

(AXM-P01 の場合 )
 または  をボタンを押す。

音量調節(ボリューム)
(RS-D7X Ⅲの場合 )

１ VOLUME を回す
右回し：音量を上げるとき
左回し：音量を下げるとき

(AXM-P01 の場合 )

１ / （VOLUME）を押す
：音量を上げるとき
：音量を下げるとき

ディスクを選ぶ(ディスクナンバーサーチ)
ディスクナンバーサーチには、次の2つの方法が
あります。

■ 順送り/逆送り
ディスク番号の順送り/逆送りで、ディスクを選
びます。

１ 順送り / 逆送りで選ぶ
(RS-D7X Ⅲの場合 )

/ ボタンを押す。
(AXM-P01 の場合 )

サムパッドを上下に操作する。

■ ディスク番号を直接指定する
	メモ
●	本機では、以下のまとまりを擬似的にディスクとし

て認識します。
	 USB接続時：フォルダ
	 iPod接続時：プレイリスト内の99曲
	 詳しくは「本機の動作について」をご覧ください。

	ご注意
●	ディスク番号は１～１２枚目まで直接指定することが

できます。13枚目以降はディスク番号を直接指定する
ことはできません。

(RS-D7X Ⅲの場合 )
RS-D7XⅢでは、リモートコントローラーのカ
バーを開けて、メニュー表示をオープン状態に
したときに操作することができます。聞きたい
ディスクを直接呼び出します。

１ ディスク番号表示にする
SHIFT ボタンを押す。

２ ディスク番号を切り換る
SHIFT ボタンを押すごとに 1 ～ 6 枚目→ 
7 ～ 12 枚目→ 機能表示へ切り換わります

３ ディスクを選ぶ
ファンクションボタン /1 ～ 6 を押す。

(AXM-P01 の場合 )

１ ディスク番号表示にする
 を押す。

２ ディスク番号を切り換る
 を押すごとに 1 ～ 6 枚目→ 7 ～ 12

枚目→ 機能表示へ切り換わります

３ ディスクを選ぶ
 ～  を押す。

本機の動作について

■ iPodの接続/取り外し
iPod を本機に接続すると iPod の電源が
ON になります。iPod は、いつでも本機か
ら取り外すことができます。

■ USB機器の接続/取り外し
USB 機器を接続します。USB 機器は、い
つでも本機から取り外すことができます。

	 メモ

●	iPodを本機に接続する前に、iPodからヘッドフォンを外
してください。

●	エンジンスイッチがACCまたはONになっている場合、
iPod/充電機能があるUSB機器のバッテリが充電されます。

●「使用できる機器について」を参照して、対応するUSB
機器をご使用ください。ただし、対応するUSB機器でも
正しく動作しない場合があります。

●	USB入力については、「本機を接続する」をご覧ください。

ご使用になる前に

以降も同様の動作を繰り返します。

基本操作

本機をiPodやUSB機器に接続するとメイン
ユニットはマルチCDとして認識します。
iPodやUSB機器を操作するためにはマルチ
CDとして操作する必要があります。

■ メインユニットでiPodを操作する場合
メインユニットで表示可能なディスクの枚
数、曲数は共に 1 ～ 99 までです。そのため、
本機では iPod のプレイリストを 99 曲ずつ
まとめ、疑似的にディスクとして扱います。
これによって、iPod のプレイリスト内の
再生可能な最大曲数は 99 ディスク x99 曲
=9801 曲となります。
詳細は次の表を参照してください。

マルチ CD としての再
生曲数の表示

実際の iPod 内の再生
曲数

ディスク 1
トラック 1 ～ 99

トラック 1 ～ 99

ディスク 2
トラック 1 ～ 99

トラック 100 ～ 199

ディスク 3
トラック 1 ～ 99

トラック 200 ～ 299

ディスク 98
トラック 1 ～ 99

トラック9602 ～ 9701

ディスク 99
トラック 1 ～ 99

トラック9702 ～ 9801

■ iPodを直接操作する場合
iPod を直接操作する場合、iPod のプレイ
リスト内のすべての曲を再生することがで
きます。プレイリストの曲数が 9801 を超
えたとき、9802 曲目はディスク 1 として
表示されます。
詳細は次の表を参照してください。

マルチ CD としての再
生曲数の表示

実際の iPod 内の再生
曲数

ディスク 1
トラック 1 ～ 99

トラック 1 ～ 99

ディスク 2
トラック 1 ～ 99

トラック 100 ～ 199

ディスク 3
トラック 1 ～ 99

トラック 200 ～ 299

ディスク 98
トラック 1 ～ 99

トラック9602 ～ 9701

ディスク 99
トラック 1 ～ 99

トラック9702 ～ 9801

ディスク 1
トラック 1 ～ 99

トラック9802 ～ 9901

ディスク 2
トラック 1 ～ 99

トラック9902 ～ 10001

■ メインユニットでUSB機器を操作する
場合
メインユニットでは USB 機器内のフォル
ダを擬似的にディスクとして扱います。ディ
スクの順番は USB 機器内にフォルダが作
成された順番になります。曲の再生順は曲
がフォルダへ登録された順番になります。
また、USB 機器に登録可能な最大フォルダ
数は 99 フォルダ、1 フォルダに登録可能
な最大曲数は 99 曲です。

本機のリセット
について

リセットボタン

iPod/USB機器の接続
/取り外しについて



（iPod/USB 機器 接続時にメインユニットから操作します。）

フォルダを移動して、聞きたい曲を選ぶこ
とができます。

	メモ
●	本機ではiPodのプレイリスト内の99曲ずつ/USBの

フォルダをそれぞれディスクとして認識します。詳
しくは「本機の動作について」をご覧ください。

１ ディスクリストを表示する
(RS-D7X Ⅲの場合 )

ファンクションボタン /5 を押す。
ディスクリスト画面に切り換わり、ディ
スクタイトルが表示されます。

(AXM-P01 の場合 )
 を押す。

ディスクリスト画面に切り換わり、ディ
スクタイトルが表示されます。

2 再生したいディスクを選ぶ
(RS-D7X Ⅲの場合 )

/ ボタンを押す。
(AXM-P01 の場合 )

サムパッドを左右に操作する。

3 選んだディスクを再生する
(RS-D7X Ⅲの場合 )

ボタンを押す。
(AXM-P01 の場合 )

サムパッドを上に操作する。

４ ディスク番号表示を解除します
(RS-D7X Ⅲの場合 )

RETURN ボタンを押す。
機能表示に戻ります。

(AXM-P01 の場合 )
を押す。

機能表示に戻ります。

（USB 機器 接続時のみメインユニットから操作しま
す。iPod 接続時は iPod 側からのみ操作します。）

今聞いている曲を繰り返し聞いたり、選ん
だリストを繰り返し聞くなど、繰り返し再
生する範囲を選ぶことができます。

■ USB機器 接続時

1 再生範囲を切り換えます
再生範囲（繰り返し聞く範囲）は、次の中から
選ぶことができます。
(RS-D7X Ⅲの場合 )

再生範囲 リピート再生の内容
マルチ CD リピート
(MAGA)

USB 機器内のすべて
の曲を繰り返し再生し
ます。

ディスクリピート
(D.REPEAT)

再生中の曲を含むフォル
ダを繰り返し再生します

トラックリピート
(REPEAT)

再生中の曲を繰り返し
再生します。

ファンクションボタン /1 を押すごとに
次のように切り換わります。

マルチ CD リピート (MAGA) → トラッ
クリピート(REPEAT) → ディスクリピー
ト (D.REPEAT) → マルチ CD リピー
ト (MAGA) に戻る

(AXM-P01 の場合 )

再生範囲 リピート再生の内容
マルチ CD リピート
(P.MODE MCD)

USB 機器内のすべて
の曲を繰り返し再生し
ます。

ディスクリピート
(P.MODE D.REPEAT)

再生中の曲を含むフォル
ダを繰り返し再生します

トラックリピート
(P.MODE REPEAT)

再生中の曲を、繰り返
し再生します。

サムパッドを長く押し、機能選択モード
に切り換えます。

 を押すごとに次のように切り換わ
ります。

マルチ CD リピート (P.MODE MCD)
→ トラックリピート (P.MODE 
REPEAT) → ディスクリピート
(P.MODE D.REPEAT) → マルチ CD 
リピート (P.MODE MCD) に戻る

■ iPod接続時

iPod 側でリピート機能を操作してください。

（USB 機器 接続時のみメインユニットから操作しま
す。iPod 接続時は iPod 側からのみ操作します。）

いつもと違う曲順 ( ランダム ) で再生する
ことができます。

■ USB機器 接続時

1 再生範囲を切り換えます
「再生範囲を切り換える」をご覧ください。

2 ランダム再生を始めます
(RS-D7X Ⅲの場合 )

ファンクションボタン /2 を押すごとに、
ランダム再生の ON/OFF が切り換わり
ます。

(AXM-P01 の場合 )
サムパッドを長く押し、機能選択モード
に切り換えます。

 を押すごとに、ランダム再生の
ON/OFF が切り換わります。

ON にすると、次の曲から、ランダムに
再生されます。

	メモ
●	再生範囲がトラックリピートのときにランダム再生

設定をONにすると、再生範囲が次のように切り換
わってランダム再生が行われます。

	 RS-D7xⅢ：ディスクリピート(D.REPEAT)
	 AXM-P01：ディスクリピート(P.MODE D.REPEAT)

■ iPod接続時

iPod 側でシャッフル機能を操作してください。

（USB機器 接続時のみメインユニットから操作します。）

USB 機器に記録されているすべての曲の
初めの部分だけを、約 10 秒間ずつ次々に
聞くことができます。

1 スキャン再生を始める
(RS-D7X Ⅲの場合 )

ファンクションボタン /3 を押すごとに、
スキャン再生の ON/OFF が切り換わり
ます。

(AXM-P01 の場合 )
サムパッドを長く押し、機能選択モード
に切り換えます。

 を押すごとに、スキャン再生の
ON/OFF が切り換わります。

ON にすると、曲の始めから約 10 秒間
が次々に再生されます。

	メモ
●	スキャン再生を始めた曲まで戻ると、スキャン再生は

自動的に解除されます。

●	再生範囲がトラックリピート、ディスクリピートのと
きにスキャン再生設定をONにすると、再生範囲が次
のように切り換わってスキャン再生が行われます。

	 RS-D7xⅢ：マルチCDリピート(MAGA)
	 AXM-P01：マルチCDリピート(P.MODE MCD)

４ ディスク番号表示を解除します
 を押す。

機能表示に戻ります。

選曲する(トラックサーチ)、早送り/早
戻しをする

１ 選曲する ( トラックサーチ )、早送り
/ 早戻しをする。

(RS-D7X Ⅲの場合 )
または ボタンを押す
：次の曲を選ぶとき ( または早送り )
：前の曲を選ぶとき ( または早戻し )

(AXM-P01 の場合 )
サムパッドを左右に操作する
右：次の曲を選ぶとき ( または早送り )
左：前の曲を選ぶとき ( または早戻し )

（iPod 機器 接続時のみの機能です）

選曲と早送り/早戻しの使い分け
聞きたい曲の選択 0.5 秒未満
曲の早送り 0.5 秒以上押し続

けている間

（USB 機器 接続時のみの機能です）

選曲と早送り/早戻しの使い分け
聞きたい曲の選択 0.5 秒未満
曲の早送り
(2 倍速 )

0.5 秒以上押し続
けている間

曲の早送り
(6 倍速 )

2 秒以上押し続け
ている間

曲の早送り
(10 倍速 )

5 秒以上押し続け
ている間

（iPod/USB 機器 接続時にメインユニットから操作します。）

再生を一時停止（ポーズ）することができ
ます。

１ 再生を一時停止する
(RS-D7X Ⅲの場合 )

■ リモートコントローラーオープン状態での操作
ファンクションボタン /4 を押すごとに、
ON/OFF が切り換わります。

	メモ
●	ポーズ中は、曲送り/曲戻しの機能のみ操作できます。

■ リモートコントローラークローズ状態での操作
PAUSE ボタンを押すごとに、ON/OFF
が切り換わります

(AXM-P01 の場合 )
サムパッドを長く押し、機能選択モード
に切り換えます。

 を押すごとに、ON/OFF が切り換
わります。

聞きたい曲やフォルダを
さがす再生を一時停止する

タイトル表示を切り換
える

フォルダから聞きたい
曲をさがす

（iPod/USB 機器 接続時にメインユニットから操作します。）

iPod/USB 機器に記録されているタイトル
などを表示できます。また、隠れている文
字を順に表示させる事もできます。

	ご注意
●	一度に表示できるのは、全角で10文字、半角で20文

字までです。

●	タイトルを入力していないiPod/USB機器は、何も表
示しません。

●	iPodを再生中に、iPodを操作して新たにファイルを
選曲するとメインユニットのタイトル表示が自動で更
新されない場合があります。その場合はDISPLAY 
ボタン（RS-D7XⅢ）、  (DISPLAY)（AXM-P01）
を押してタイトルを更新してください。

■ 表示切換

１ 表示を切り換える
(RS-D7X Ⅲの場合 )

DISPLAY ボタンを押すごとに、以下の
ように切り換わります。
ディスクタイトル ( ディスク名 ) → ディ
スクアーティストネーム ( 歌手名 ) → ト
ラックタイトル ( 曲名 ) → トラックアー
ティストネーム ( 歌手名 ) → ディスクタ
イトルに戻る。

(AXM-P01 の場合 )
 (DISPLAY) を押すごとに、以下の

ように切り換わります。
ディスクタイトル ( ディスク名 ) → ディ
スクアーティストネーム ( 歌手名 ) → ト
ラックタイトル ( 曲名 ) → トラックアー
ティストネーム ( 歌手名 ) → ディスクタ
イトルに戻る。

■ 隠れているタイトルを表示する

１ スクロールして表示する
(RS-D7X Ⅲの場合 )

DISPLAY ボタンを 2 秒以上押します。
(AXM-P01 の場合 )

 (DISPLAY) を 2 秒以上押します。

再生範囲を切り換える いつもと違う曲順で聞く基本操作



■ 取り付け上のご注意
●	必ず本機に付属の部品を指定通りに使用し

てください。指定以外の部品を使用すると、
機器内部の部品をいためたり、しっかりと
固定できずに外れたりして危険です。

●	次のような場所には絶対に取り付けないで
ください。高温により故障する恐れがあり
ます。
・ダッシュボードやリアトレイの上のよう

に、直射日光の当たる場所。
・ヒーターの吹き出し口の近く。

●	ドア近くの雨水がかかりやすい場所には取
り付けないでください。

●	スペアータイヤボードなど、車の振動で動
く場所には絶対に取り付けないでください。

●	スペアータイヤ、ジャッキ、工具などの出
し入れの邪魔にならない場所を選んで取り
付けてください。

●	フロントシート下に取り付けるときは、シー
トのスライドに支障がないように取り付け
てください。

■ 取り付けのポイント
取り付け、固定する前に

●	まず仮接続を行い、本機が正常に動作する
ことを確認してから、取り付けを行ってく
ださい。正常に動作しない場合は、接続に
間違いがないか、もう一度チェックしてく
ださい。

面ファスナを貼り付ける前に
●	面ファスナを貼り付けるところは、汚れを

よくふきとってください。また、面ファス
ナの接着面は指で触れたり、貼り直したり
しないでください。接着力が弱くなり、は
がれやすくなります。

1 面ファスナ ( かたい方 ) を本機の底面
に貼り付ける

面ファスナを貼り付ける前に、汚れをよ
くふきとってください。

面ファスナ
(かたい方) × 2

シール

	メモ
●	シールには、製品の型名、シリアル番号が

記載されています。面ファスナを貼るとき
は、シールを隠さないように貼り付けてく
ださい。

2 面ファスナ ( やわらかい方 ) を取り付
け場所に貼り付ける

本機

面ファスナ
(やわらかい方) × 2

	知っていると便利
●	面ファスナ(かたい方) がカーマットに貼り

つく場合は、カーマットに直接取り付ける
こともできます。この場合、面ファスナ(や
わらかい方) は使用しません。

取り付けの前に知って欲
しいこと

本機を取り付ける

接続・取付が終わったら、次の操作を行っ
て、本機が正常に動作することを確認して
ください。

１ 接続・取付をもう一度確認します
接続・取付に誤りがないか、各コネクター
が確実に接続されているか、もう一度目
で見て確認してください。

2 ボールペンの先などでリセットボタン
を押す

3 車のエンジンをかけます

ACC ON

LO
CK

START

4 本機の動作を確認します
本機およびシステムが正常に動作するこ
とを確認してください。
動作しない場合は、接続に誤りがないか
もう一度チェックしてください。

接続上のご注意

本機と他の製品では同じ働きのコードでも色
が異なる場合があります。本機と他の製品と
を接続される場合、それぞれの製品に付属の
取付説明書をよくお読みになり、同じ働きの
コードどうしを接続してください。

コネクターの着脱のしかた
●	コネクターは、“カチッ”と音がするまで

押し込んで、確実に接続してください。
●	コネクターを外すときは、図のようにコ

ネクター部分を持って引っ張ってくださ
い。コードを引っ張るとコードが抜けて
しまうことがあります。

接続のポイント

IP-BUS/光デジタルラインの接続について
●	IP-BUSケーブルおよび光デジタルケーブ

ルのコネクターは接続に間違いがないよ
うに色分けされています、同じ色どうし
を接続してください。

使用できる機器について

■ 使用できるUSB機器について
－ 規格：USB 2.0 Full Speed
－ 供給電流：500 mA
－ USBクラス：マスストレージクラス
－ ファイルシステム：FAT16 、FAT32

USB機器を接続するには、USB延長ケーブル
（CD-U51E）が必要です。

	ご注意
●	パーティションを作ったUSB機器は使用できません。
●	使用するUSB機器の種類によっては、本機が正しく

認識できない場合があります。また、曲を正しく再生
できない場合があります。

●	USBハブを介して、USB機器を接続することはでき
ません。

■ 使用できるApple社製品について
本機は以下のiPodに対応しています。本機で確認済
みのソフトウェアのバージョンは次のとおりです。
これ以前のバージョンについては保証できません。
－ 第５世代iPod nano：Ver. 1.0.2
－ 第４世代iPod nano：Ver. 1.0.4
－ 第３世代iPod nano：Ver. 1.1.3
－ 第２世代iPod touch：Ver. 3.1.3
－ 第１世代iPod touch：Ver. 3.1.3
－ iPod classic：Ver. 1.1.2
－ iPhone 3GS：Ver. 3.1.3
－ iPhone 3G：Ver. 3.1.3

最新の情報についてはカロッツェリアホームページ
（http://carrozzeria.jp）をご覧ください。
操作方法は、iPodの世代やソフトウェアのバージョ
ンによって異なることがあります。
iPodを接続するには、iPod用USB変換ケーブル

（CD-IU50）が必要です。

	ご注意
●	iPodは、著作権のないマテリアル、または法的に複製・

再生を許諾されたマテリアルを個人が私的に複製・再
生するために使用許諾されるものです。著作権の侵害
は法律上禁止されています。

●	iPodを直射日光の当たるところに長時間放置すると、
高温により変形・変色したり、故障するおそれがあり
ます。使用しないときは、直射日光の当たらないとこ
ろに保管してください。

●	本機と組み合わせて使用する場合、iPodは必ず固定
してください。iPodが落下して、ブレーキペダルや
アクセルペダルの下に滑り込むと大変危険です。

●	iPodの取り扱いについて詳しくは、iPodの説明書を
お読みください。

オーディオファイルについて
●	再生できるファイルの合計は最大9801個

です。
●	再生できるフォルダーの合計は最大99個です。
●	画像データを含むファイルを再生する場合、

再生が始まるまでに時間がかかることがあ
ります。

●	ファイル名の最大表示文字数は、拡張子
(wma、mp3、m4a、wav) を含めて半角
で64文字です。ただし文字コードの種類に
よって、最大表示文字数は半角で32文字に
なる場合があります。

●	表示される文字列に全角が含まれる場合、文
字はすべて全角で表示されます。文字列が半
角のみの場合はすべて半角で表示されます。

●	ファイルによっては、文字情報が正しく表
示されないことがあります。

フォルダとファイルの構成について
●	USBメモリー内のフォルダーとファイルの

構成は、下図のようになります。USBポー
タブルオーディオプレーヤーの場合の構成
は、プレーヤーによって異なります。

1

2

1

2

1階層 3階層2階層●	01 ～ 03はフォルダー番号の割り当て、①
～ は曲の再生順の例です。フォルダ番号
はフォルダの作成順で割り当てられます。
曲の再生順は曲がフォルダへ登録された順
番になります。一度に複数の曲をフォルダ
に登録した場合、再生順はご使用のパソコ
ンの環境に依存します。また、USBに登録
可能な最大フォルダ数は99フォルダ、1フォ
ルダに登録可能な最大曲数は99曲です。

本機を接続する

黒

ヒューズ (3 A)黄

IP-BUSケーブル
(別売)

推奨メインユニット

本機

＋バッテリー電源
車のエンジンスイッチのON/OFFに関係なく、常にバッテリーから
電源が供給される電源回路に接続してください。

アース
車のボディの金属部に確実に接続してください。

注： 黒リード線（アース）は、パワーアンプなどの消費電流が大きい製品のアースとは
別々に取り付けてください。
まとめて取り付けると、ネジが緩んだり外れたりしたとき、製品の発煙・故障の原因と
なる恐れがあります。

注： ヒューズを交換するときは、必ず同じ容量のヒューズと交換してください。
注： 電源のヒューズから本体の間に、他の機器のリード線を接続しないでください。
注： 黄リード線は車のヒューズユニットを通した後の端子に接続してください。

電源コード

USBケーブル (別売)

USB入力
USB機器 (別売) を接続します。端子を
奥まで差し込んで、確実に接続してください。
確実に接続していないと、正しく動作しなかったり、
エラーが表示される場合があります。
USB機器 (別売) 以外の機器は接続しないでください。

Dockコネクター
iPodを接続します。
DockコネクターをiPodに確実に
接続してください。確実に接続して
いないと、正しく動作しなかったり、
エラーが表示される場合があります。

光デジタルライン
(別売)

DVDプレーヤー
(別売)

アクセスランプ
リセットスイッチ

デジタル/アナログ
切換スイッチ
スイッチを操作することで、デジタル/
アナログを切り換える事ができます。
アナログに切り換えることで、iPod/
USB機器の音声をIP-BUSを経由し
メインユニットで再生できます。
スイッチを切り換える場合、取付店
に依頼することを推奨します。
ご自身で行う場合は、先の細い
もので製品を破損しないように
注意してください。

iPodケーブル (別売)

注： IP-BUS端子とIP-BUSケーブルは、同じ色どうしを接続してください。

青

黒

メインユニット

IP-BUS出力（黒）へ

IP-BUS入力（青）へ

USB機器内のフォルダー
とファイルについて

接続の前に知ってほしい
こと

リセットボタン

動作を確認する



ちょっとした接続・設定のミスなどで故障
と間違えることがあります。故障かな？と
思ったときは、次のことを行ってください。

1 接続・設定にミスがないかを、もう一
度確認してください

２ 接続・設定にミスがなかった場合は
保証書とアフターサービス”の項をお読
みになり、修理を依頼してください。分
解することはおやめください。

■共通項目

症状 原因 処置
電源が入らない。
動作しない。

各リード線やコ
ネクターが正し
く接続されてい
ない。

正しく確実に接続され
ているかどうか、もう
一度確認してください。

ヒューズが切れ
ている。

ヒ ュ ー ズ が 切 れ た 原
因 を 解 決 し、 切 れ た
ヒューズを同じ容量の
ヒューズと交換してく
ださい。

■iPod

症状 原因 処置
iPod が 正 常 に
動作しない。

コネクターが正
しく接続されて
いない。

コネクターを一度はず
し、iPod の メ イ ン メ
ニューが表示されてか
ら、もう一度確実にコ
ネクターを接続してく
ださい。それでも iPod
が正常に動作しない場
合 は、iPod を リ セ ッ
トしてください。

正常に再生できないときは、ディスプレイ
にエラーメッセージが表示されます。

■USB

メッセージ 原因 処置
「再生できません」 USB 機器内

のすべての
WMA ファイ
ルが Windows 
Media DRM 
9/10 で保護さ
れている。

Windows Media 
DRM 9/10 で保護さ
れていない圧縮オー
ディオファイルを収
録・保存した USB 機
器を接続してくださ
い。

Windows 
Media DRM 
9/10 で保護さ
れたファイルを
再生した。

Windows Media 
DRM 9/10 で保護さ
れていない圧縮オー
ディオファイルを選曲
してください。

「NO DISC」 何も収録・保存
されていない
USB 機器を接続
した。

対応する圧縮オーディ
オファイルが収録・保
存された USB 機器を
接続してください。

故障かな？と思ったら

MP3 とは？
●	「MPEG Audio Layer-3」の略で、音声圧

縮技術に関する標準フォーマットです。

再生できるMP3ファイルについて

	ご注意
●	MP3ファイルに名前を付けるときは、ファ

イル名のあとに拡張子(.mp3) を付けてくだ
さい。

●	本機は、拡張子(.mp3) が付いているファイ
ルをMP3ファイルとして再生します。雑音
や故障の原因となりますので、MP3ファイ
ル以外には拡張子(.mp3) を付けないでくだ
さい。

●	ID3 tagのVer. 1.0/1.1/2.2/2.3/2.4のアル
バム名、曲名、およびアーティスト名の表
示に対応しています。なお、ID3 tagのVer. 
1.XとVer. 2.Xが混在している場合は、Ver. 
2.Xが優先されます。

●	サンプリング周波数が32 kHz ～ 48 kHz
のMP3ファイルを再生する場合のみ、エン
ファシスに対応します。(なお、再生可能な
サンプリング周波数は16 kHz ～ 48 kHzで
す。)

●	一般的にMP3ファイルは、ビットレート
が高いほど音質は良くなります。本機は、
CBR (固定ビットレート) の8 kbps ～ 320 
kbpsまたはVBR (可変ビットレート)で記
録されたMP3ファイルの再生に対応してい
ます。ただし、ある一定の音質で音楽を楽
しんでいただくためには、128 kbps以上の
ビットレートで記録されたMP3ファイルの
使用を推奨します。

AAC とは？
●	「Advanced Audio Coding」の略で、

MPEG2、MPEG4 で使用される音声圧縮技術
に関する標準フォーマットです。

再生できるAACファイルについて
	ご注意
●	AACファイルに名前を付けるときは、ファ

イル名のあとに拡張子(.m4a) を付けてくだ
さい。

●	本機は、iTunesで作成された拡張子(.m4a) 
が付いているファイルをAACファイルと
して再生します。雑音や故障の原因となり
ますので、AACファイル以外には拡張子
(.m4a) を付けないでください。

●	画像データを含むAACファイルを再生する
場合、再生が始まるまでに時間がかかるこ
とがあります。

●	AACファイルをエンコードしたiTunesの
バージョンによっては、正しく再生されな
いことがあります。

●	再生可能なAACファイルのサンプリング周
波数は、8 kHz ～ 48 kHzです。

●	一般的にAACファイルは、ステレオビット
レートが高いほど音質は良くなります。本
機は、8 kbps ～ 320 kbpsのステレオビッ
トレートで記録されたAACファイルの再生
に対応しています。ただし、ある一定の音
質で音楽を楽しんでいただくためには、で
きるだけ高いステレオビットレートで記録
されたAACファイルの使用を推奨します。

●	iTunesミュージックストアで購入された楽
曲(拡張子は.m4p) は、USBポータブルオー
ディオプレーヤー /USBメモリーに記録し
て再生することはできません。

●	この製品は、USB機器に記録したApple 
ロスレス・エンコーダには対応していません。

USB機器で対応するオーディオファイルについて

WMA とは？
●	「Windows MediaTM Audio」の略で、米

国Microsoft Corporation によって開発さ
れた音声圧縮技術です。WMA データは、
Windows Media Player Ver. 7 以降を使
用てエンコードすることができます。

	ご注意
●	WMA ファイルをエンコードしたアプリケー

ションによっては、正常に動作しないこと
があります。

●	WMA ファイルをエンコードしたWindows 
Media Player のバージョンによっては、ア
ルバム名などの文字情報が正しく表示され
ないことがあります。

●	画像データを含むWMA ファイルを再生する
場合、再生が始まるまでに時間がかかるこ
とがあります。

再生できるWMAファイルについて
	ご注意
●	WMAファイルに名前を付けるときは、ファ

イル名のあとに拡張子(.wma) を付けてく
ださい。

●	本機は、拡張子(.wma) が付いているファイ
ルをWMAファイルとして再生します。雑音
や故障の原因となりますので、WMAファイ
ル以外には拡張子(.wma) を付けないでく
ださい。

●	本機では、Windows Media Player 
Ver.7/7.1/8/9/10/11を使用してエンコー
ドしたWMAファイルを再生することができ
ます。

●	再生可能なWMAファイルのサンプリング周
波数は32 kHz ～ 48 kHzです。

●	一般的にWMAファイルは、ビットレート
が高いほど音質は良くなります。本機は、
CBR (固定ビットレート) の48 kbps ～
320kbpsまたはVBR (可変ビットレート) 
で記録されたWMAファイルの再生に対応し
ています。ただし、ある一定の音質で音楽
を楽しんでいただくためには、できるだけ
高いビットレートで記録されたWMAファイ
ルの使用を推奨します。

●	USBポータブルオーディオプレーヤーま
たはメモリーに、Windows Media DRM 
9/10で保護されたファイルを収録して再生
したときは、“再生できません”と表示され、
そのファイルの再生はストップされます。
再生を再開するためには、保護されていな
いファイルを選曲してください。

●	USBポータブルオーディオプレーヤー
またはメモリー内のすべてのファイルが
Windows Media DRM 9/10で保護されて
いる場合は、“再生できません”と表示され
ます。すべてのファイルが再生されません。

●	この製品は、下記の形式には対応していま
せん。
・Windows Media Audio 9 Professional
( 5.1ch )
・Windows Media Audio 9 Lossless
(可逆圧縮)
・Windows Media Audio 9 Voice

こんなメッセージが表示
されたら

WAV とは？
●	「Waveform」の略で、Windows® での標準

音声フォーマットです。

再生できるWAVファイルについて
	ご注意
●	WAVファイルに名前を付けるときは、ファ

イル名のあとに拡張子(.wav) を付けてくだ
さい。

●	本機は、拡張子(.wav) が付いているファイ
ルをWAVファイルとして再生します。雑音
や故障の原因となりますので、WAVファイ
ル以外には拡張子(.wav) を付けないでくだ
さい。

●	本機は、LPCM形式およびMS ADPCM形式
でエンコードされたWAVファイルの再生に
対応しています。

●	本機は、LPCM形式では16 kHz ～ 48 kHz、
MS ADPCM形式では22.05 kHz ～ 44.1 
kHzのサンプリング周波数で記録された
WAVファイルの再生に対応しています。

●	表示されるサンプリング周波数の桁は、す
べてではないことがあります。

●	WAVファイルは一般的に、量子化ビット
数が高いほど音質が良くなります。本機
は、LPCM形式で8 bitまたは16bit、MS 
ADPCM形式で4 bitの量子化ビット数で記
録されたWAVファイルの再生に対応してい
ます。ただし、ある一定の音質で音楽を楽
しむためには、より高い量子化ビット数で
記録することをお勧めします。

本機では、ファイルの形式を問わず iPod
に登録されているすべてのオーディオファ
イルを再生する事ができます。

iPodで 対 応 す る オ ー
ディオファイルについて



保証書
保証書は、ご購入年月日、販売店名などが記入されていることをお確かめのうえ、
ご購入の際に販売店より受け取ってください。
保証書に記入もれがあったり、保証書を紛失したりすると、保証期間中でも保
証が無効となります。記載内容をよくお読みのうえ、大切に保管してください。

保証期間
この製品の保証期間は、お買い上げの日より 1 年間です。

保証期間中の修理について
万一、故障が生じたときは、保証書に記載されている当社保証規定に基づき修
理いたします。お買い上げの販売店またはお近くの修理受付センター（沖縄の
み 沖縄サービス認定店）にご連絡ください。所在地、電話番号は本機に付属の「ご
相談窓口・修理窓口のご案内」をご覧ください。

保証期間経過後の修理について
お買い上げの販売店またはお近くの修理受付センター（沖縄のみ 沖縄サービス
認定店）にご相談ください。修理すれば使用できる製品については、ご希望に
より有料で修理いたします。

補修用性能部品の最低保有期間
当社は、本機の補修用性能部品を、製造打ち切り後最低 6 年間保有しています。
( 性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。)

ご質問、ご相談は
カーステレオに関するご質問、ご相談はパイオニアカスタマーサポートセンター
またはお買い上げの販売店にお問い合わせください。

保証書とアフターサービス




